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職 　

名

氏 　

名

地 

区 

名

新
任

代
表
理
事
組
合
長

石
田
　
悦
二

旧
庄
原
市

○

筆
頭
理
事

石
田
　
泰
則

旧
庄
原
市

理

事

竹
藤
　
健
治

高
野
町

〃

松
園
　
　
真

旧
庄
原
市

〃

岡
川
　
順
次

口
和
町

〃

宮
野
　
龍
之

口
和
町

〃

正
長
　
政
文

旧
庄
原
市

〃

岸
　
　
達
三

比
和
町

〃

澤
久
　
三
鶴

高
野
町

〃

國
林
　
昌
弘

旧
庄
原
市

○

〃

梶
川
　
和
彦

比
和
町

○

代
表
監
事

大
江
　
久
都

旧
庄
原
市

監

事

加
島
　
俊
次

高
野
町

〃

前
垣
　
忠
義

比
和
町

〃

白
根
　
孝
浩

口
和
町

○

新
役
員
紹
介

退
任
役
員

四
月
十
八
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
理
事
組
合
長

　
　
　

八
谷　

恭
介
（
旧
庄
原
市
）�

２
年
10
ケ
月

六
月
二
十
七
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
事　

山
口　

展
彰
（
旧
庄
原
市
）�

３
期
９
年
間

監
事　

瀬
戸
川
雅
敬
（
口
和
町
）�

４
期
12
年
間

　
　
　

佐
々
木
英
明
（
比
和
町
）�

２
期
６
年
間

長
期
に
渡
っ
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和７年12月３日� （2）森　林　組　合　情　報

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
常
日
頃
か
ら
組
合
の
業
務
運
営
に
深
い

ご
理
解
と
格
段
の
お
力
添
え
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

去
る
六
月
二
十
七
日
に
第
四
十
九
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
総
代
の
皆
様
に
は
ご
多
忙
の
な
か
ご
出
席
を
賜

り
、
貴
重
な
ご
意
見
や
ご
理
解
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
出
来
ま

し
た
こ
と
、
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
、
石
田
泰
則
前
組
合
長
に
代

わ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
四
月
十
七
日
付
け
で
八
谷
恭
介
前
組
合
長
が
庄
原
市

長
に
就
任
さ
れ
た
為
、
臨
時
理
事
会
を
四
月
十
八
日
に
開
催
し
、

八
谷
恭
介
氏
は
、代
表
理
事
組
合
長
及
び
理
事
を
辞
任
し
ま
し
た
。

　

後
任
の
代
表
理
事
組
合
長
に
は
、
石
田
泰
則
理
事
が
就
任
し
、

六
月
二
十
七
日
の
任
期
満
了
ま
で
の
間
、職
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
に
あ
た
り
、

総
代
会
の
終
了
後
の
理
事
会
に
於
い
て
八
谷
恭
介
前
組
合
長
・
石

田
泰
則
前
組
合
長
の
後
任
と
し
て
微
力
な
が
ら
組
合
長
の
重
責
を

担
う
事
と
な
り
ま
し
た
石
田
悦
二
で
す
。
浅
学
短
才
な
身
で
あ
り

ま
す
が
、
御
使
命
を
頂
い
た
か
ら
に
は
、
誠
心
誠
意
組
合
運
営
に

努
め
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
は
近
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
米
中
関
係
の

悪
化
な
ど
の
国
際
情
勢
の
影
響
に
よ
る
原
材
料
の
高
騰
や
、
食
品

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
物
価
上
昇
が
続
い
て
お
り
、
緩
や
か
な

回
復
傾
向
に
あ
っ
た
景
気
動
向
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
る
事
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
国
内
に
お
い
て
は
令
和
三
年
六
月
に
二
〇
五

〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
「
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
グ
リ
ー
ン
成
長
化
」
の
実
現
に
向
け
国
土
強
靭
化
、
災
害

に
強
い
森
林
つ
く
り
整
備
の
施
策
等
を
推
進
。
令
和
六
年
度
か
ら

は
「
森
林
環
境
税
」
の
徴
収
が
始
ま
る
な
ど
こ
れ
ま
で
の
整
備
に

一
段
と
拍
車
が
掛
か
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

広
島
県
に
於
い
て
は
「
２
０
２
５
広
島
県
農
林
水
産
業
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
い
て
、
森
林
資
源
経
営
サ
イ
ク
ル

の
構
築
（
生
産 

→ 

利
用 

→
再
造
林 

→ 

成
長 

→ 

再
生
産
）
と

し
て
、
再
造
林
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
、
ま
た
、 

各
森

林
組
合
へ
は
林
業
経
営
適
地
の
集
約
化
の
支
援
、経
営
力
の
強
化
・

森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
（
防
災
・
減
災
、
土
砂
崩
れ
防
止
、

水
源
涵
養
な
ど
）
の 

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
に
於
い
て
も
組
合
員
の
為
の
組
織
で
あ
る
と
い
う
思
い
を

も
ち
、
森
林
経
営
計
画
を
樹
立
し
補
助
金
を
得
て
路
網
の
整
備
や

保
育
・
間
伐
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
皆
伐
事
業
に
於
い
て
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
木
材
生
産
量
は
、
前
年
度
の
約
一
・
七
倍
の

約
一
三
、〇
〇
〇
㎥
を
取
扱
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
熟
成
期
を
迎
え
た
広
葉
樹
林
に
つ
い
て
は
、
ひ
ろ
し
ま

の
森
づ
く
り
事
業
（
特
認
事
業
）
を
活
用
し
産
学
官
の
連
携
の
情

報
で
、
木
材
チ
ッ
プ
以
上
の
価
格
の
販
売
先
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
、今
後
の
広
葉
樹
の
有
利
販
売
に
繋
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
事
業
を
継
続
的
に
確
保
す
る
為
に
「
切
っ
て
、
植
え

て
、
育
て
る
」
と
い
う
木
材
の
循
環
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
事
業
で
は
、
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
・
森
林
研

究
・
整
備
機
構
事
業
等
も
概
ね
計
画
通
り
取
り
組
む
事
が
で
き
ま

し
た
。

　

安
全
管
理
に
於
い
て
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
定
期
的
に
安
全

教
育
を
行
い
大
き
な
災
害
も
無
く
一
年
間
を
終
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

本
年
も
厳
し
い
状
況
の
中
、
黒
字
決
算
が
出
来
ま
し
た
事
は
、

ひ
と
え
に
組
合
員
様
の
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

地
域
林
業
の
更
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
、
役
職
員
一
同
組
合

員
と
の
連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

森林組合の概要
１．組合員数及び出資金
　正組合員数／4,818名
　出　資　金／95,210,800円

１．役職員、総代、参与員
　理　　事／11名
　監　　事／4名
　総　　代／208名
　参 与 員／337名
　職　　員／12名
　臨時職員／2名
　技 術 員／17名

ご
あ
い
さ
つ

代表理事組合長
石田　悦二
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備
北
森
林
組
合　

第
四
十
九
回
通
常
総
代
会
を
六

月
二
十
七
日
に
庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
コ
パ

リ
ホ
ー
ル
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
総
代
数
二
〇
七
名
の
内
、
一
八
四
名
（
本

人
出
席
六
五
名
、
書
面
議
決
書
一
〇
七
名
、
委
任
状

一
二
名
）
の
出
席
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、
来
賓
者
の
祝
辞
、
祝
電

披
露
を
行
い
ま
し
た
。
議
長
に
は
比
和
町
森
脇
の
垣

内
秀
孝
総
代
が
選
任
さ
れ
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

総
代
会
に
提
出
し
た
第
一
号
議
案
か
ら
第
一
〇
号

議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

提
出
議
案

第
一
号
議
案　

�

令
和
六
年
度
事
業
報
告
書
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
、
注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
の
承

認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
の
と
お
り

第
二
号
議
案　

�

令
和
七
年
度
事
業
計
画
並
び
に
損
益

計
画
案
承
認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
の
と
お
り

第
三
号
議
案　

�

令
和
七
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
承

認
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

借
入
金
の
最
高
限
度
額
は
五
千
万
円

と
す
る
。
（
転
貸
資
金
を
含
む
）

第
四
号
議
案　

�

令
和
七
年
度
余
裕
金
預
入
先
金
融
機

関
決
定
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

ひ
ろ
し
ま
農
業
協
同
組
合
（
庄
原
支

店
、
口
和
支
店
、
高
野
支
店
、
比
和

支
店
）

　
　
　
　
　
　

�

広
島
み
ど
り
信
用
金
庫
本
店
（
高
野

支
店
、
比
和
支
店
）

　
　
　
　
　
　

広
島
銀
行
庄
原
支
店
と
す
る
。

第
五
号
議
案　

�

令
和
七
年
度
各
種
手
数
料
承
認
に
つ

い
て

　
　

（
原
案
）�

別
紙
手
数
料
規
約
案
の
と
お
り
と
す

る
。

第
六
号
議
案　

�

令
和
七
年
度
役
員
報
酬
額
決
定
に
つ

い
て

　
　

（
原
案
）（
一
）�理
事
報
酬
は
、
一
一
四
一
〇
千

円
以
内
と
し
、
各
理
事
の
額
は

理
事
会
に
一
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
二
）�監
事
報
酬
は
、
一
五
七
〇
千
円

以
内
と
し
、
各
監
事
の
額
は
監

事
会
に
一
任
す
る
。

　
　
　
　
　
　

�

役
員
報
酬
の
支
給
方
法
に
つ
い
て
は

理
事
会
に
一
任
す
る
。

第
七
号
議
案　

�

森
林
整
備
事
業
、
治
山
事
業
、
国
土

交
通
省
の
事
業
等
の
実
施
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

一
般
財
団
法
人
広
島
県
森
林
整
備
・

農
業
振
興
財
団
、
国
有
林
、
組
合
員

及
び
会
社
等
の
造
林
、
保
育
、
森
林

整
備
の
事
業
を
請
負
、
受
託
に
よ
り

行
う
。

第
八
号
議
案　

�

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整

備
機
構
と
の
分
収
造
林
契
約
承
認
に

つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究･

整

備
機
構
の
費
用
全
額
負
担
で
あ
る
三

者
契
約
の
森
林
組
合
は
造
林
者
と
な

る
。
契
約
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
に

一
任
す
る
。

　
　第

九
号
議
案　

�

退
任
役
員
に
対
す
る
役
員
退
任
慰
労

金
の
贈
呈
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）�

役
員
退
任
慰
労
金
規
定
に
準
則
し
、

贈
呈
金
額
、
時
期
に
つ
い
て
は
理
事

は
理
事
会
に
監
事
は
監
事
会
に
一
任

す
る
。

　
　第一

〇
号
議
案　

定
款
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

（
原
案
）
別
紙
新
旧
対
照
表
の
と
お
り
。

附
帯
決
議

　

本
日
の
決
議
事
項
中
、
権
利
義
務
に
関
し
な
い
軽
微

事
項
の
修
正
並
び
に
違
算
、
誤
字
の
訂
正
及
び
そ
の
他

の
行
政
庁
の
処
分
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
指
示
に
よ
る
場

合
に
、
必
要
な
字
句
の
修
正
を
理
事
会
に
一
任
す
る
。

第49回通常総代会を開催

ご祝辞をいただいた来賓

庄原市議会議長
桂藤　和夫 様

庄原市長
八谷　恭介 様

広島県議会議員
小林　秀矩 様（代理）
秘書　元泉　順行 様

監査報告を行う
大江代表監事

挨拶をする
石田泰則代表理事組合長

議長　垣内 秀孝 総代

広島県北部農林水産事務所
所長

寺田　一之 様

国立研究開発法人
森林研究・整備機構
森林整備センター　所長

土井　雅美 様
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■損益計算書　　� （単位：千円）
収 益 512,252
費 用 373,167
事 業 総 利 益 139,085
事 業 管 理 費 128,178
事 業 利 益 10,907
事 業 外 損 益 426
経 常 利 益 11,333
特 別 損 益 0
税 引 前 当 期 純 利 益 11,333
法 人 ・ 住 民 税 2,559
当 期 剰 余 金 8,774
前 期 繰 越 剰 余 金 10,849
当 期 未 処 分 剰 余 金 19,623

■事業管理費内訳� （単位：千円）
人 件 費 82,024
旅 費 交 通 費 489
事 務 費 2,626
業 務 費 5,373
諸 税 負 担 金 22,264
施 設 費 14,916
雑 費 486

計 128,178

� （単位：千円）
当期未処分剰余金� 19,623

　剰余金処分額� 7,866

法定準備金�  2,000

事務所修繕積立金� 3,000

出資配当金３パーセント� 2,866

次期繰越剰余金� 11,757

令和６年度　剰余金処分案

令和６年度　決算状況
■貸借対照表� （単位：千円）

資　産　の　部 負　債　の　部
流　動　資　産 流　動　負　債

現金・預金•受取手形 427,894 受 託 販 売 預 り 金 356
売      掛      金 16,137 受 託 林 産 預 り 金 35,841
未      収      金 139,557 購 買 買 掛 金 2,313
未 収 消 費 税 0 修 理 費 買 掛 金 17
棚 卸 資 産 19,294 未払金(事業、一般) 54,839
立      替      金 34,641 未払法人税、消費税 13,074
仮      払      金 0 預      り      金 21,951
前 払 金 60 賞 与 引 当 金 11,124
長期繰延税金資産 0 仮      受      金 27,270

計 637,583 計 166,785
固　定　資　産 固　定　負　債

有 形 固 定 資 産 41,394 日本政策金融公庫貸付金他 0
無 形 固 定 資 産 3,312 退任、退職引当金 30,533
外 部 出 資 24,153 計 30,533
役職員に対する債権 2,235 資　本　の　部
日本政策金融公庫貸付金他 0 出      資      金 95,211
繰 延 資 産 815 法 定 準 備 金 183,332

計 71,909 任 意 積 立 金 170,000
機 械 導 入 積 立 金 31,000
車 両 導 入 積 立 金 9,000
事務所修繕積立金 2,000
資 本 準 備 金 2,008
当 期 剰 余 金 8,774
前 期 繰 越 剰 余 金 10,849

計 512,174
資産合計 709,492 負債純資本合計 709,492

■事業別取扱高� （単位：千円）
項　　　目 収　益 費　用

指導
部門

指 導 情 報 費 179 1,276
経 営 案 作 成 費 0 0

計 179 1,276
販売加工
部門

販 売 • 加 工 事 業 160,953 110,084
計 160,953 110,084

森林整備
部門

森 林 整 備 事 業 194,300 148,439
治  山  事  業 1,878 1,596
土  木  事  業 32,576 29,776
森林整備受託手数料 3,786 0
森 林 整 備 雑 費 0 734

計 232,540 180,545

利用
部門

調  査  事  業 11,977 3,082
病 害 虫 防 除 事 業 777 302
環 境 整 備 事 業 64,718 40,321
利 用 事 業 23,305 23,528
緑 の 雇 用 事 業 2,633 1,640
森林整備補助金取扱手数料他 783 0
証 明 手 数 料 0 0

計 104,193 68,873
購買
部門

購  買  事  業 14,387 12,389
計 14,387 12,389

金融
部門

金  融  事  業 0 0
計 0 0

合　　計 512,252 373,167
※受託林産、販売取扱高
※受託森林整備取扱高

40,540千円
26,980千円

事業総取扱高 579,772千円
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令
和
七
年
度
は
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
が
国
内
外
の
経
済
活
動
に
強
い

影
響
を
及
ぼ
し
木
材
需
要
の
不
透
明
さ
が
増
し
て
い
る
中
、
国
産
材
の
需
要

価
格
変
動
の
可
能
性
が
高
く
、
よ
り
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
事
業
推
進

と
な
り
ま
す
が
、
当
組
合
は
持
続
可
能
な
林
業
経
営
の
確
立
に
向
け
て
、
森

林
施
業
の
効
率
化
と
経
営
基
盤
の
強
化
に
引
き
続
き
注
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
域
林
業
の
担
い
手
と
し
て
森
林
の
保
全
・
活
用
を
通
じ
た
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
森
林
施
業
の
効
率
化
や
高
性
能
林
業

機
械
の
導
入
・
更
新
、
森
林
所
有
者
と
の
連
携
及
び
人
材
育
成
な
ど
、
持
続

可
能
な
林
業
の
実
現
を
目
指
し
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
の
方
針
と
し
て

一
、
安
全
作
業
、
職
場
環
境
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

二
、
安
定
的
な
経
営
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
む
中
で
、
現
在
各
支
所
の
営
業

を
休
止
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
七
年
六
月
末
を
も
っ
て
廃
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

三
、
提
案
型
施
業
で
皆
伐
・
間
伐
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

四
、
林
業
の
基
本
で
あ
る
「
切
っ
て
植
え
て
育
て
る
」
た
め
に
再
造
林
の
推

進
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

五
、
支
障
木
伐
採
等
の
環
境
整
備
事
業
も
取
り
組
み
ま
す
。

六
、
組
合
員
名
簿
の
整
理
と
組
合
員
の
皆
様
へ
の
山
林
経
営
・
山
林
管
理
方

法
等
の
情
報
発
信
へ
の
取
り
組
み
を
継
続
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
負
託
に
お
応
え
で
き
る
組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

生
産
性
の
高
い
事
業
活
動
を
目
指
し
て
業
務
内
容
を
見
直
し
、
さ
ら
に
多
く

の
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
組
合
員
各
位
、
関
係
機
関
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
、
役
職

員
一
丸
と
な
り
事
業
目
標
の
達
成
、
組
織
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　令和７年６月27日開催の第49回通常総代
会で承認されました出資金に対し、３％を
指定された金融機関口座に振込させていた
だきました。（源泉徴収税20.42％を差し引
いています。）但し、出資配当金100円未満
については令和9年度に振込いたします。

出資配当金振込のお知らせ

令和７年度計画　損益計算
■部門別損益計画� （単位：千円）
部　　門 費　用 収　益 損　益
指 導 1,100 0 ▲ 1,100
販 売 75,920 106,210 30,290
加 工 0 0 0
購 買 18,480 21,680 3,200
森 林 造 成 209,750 288,650 78,900
利 用 52,480 77,040 24,560
金 融 0 0 0
合 計 357,730 493,580 135,850

受託事業取扱高（森林整備・林産）� 71,500千円
事業総取扱高� 565,080千円

■損益計画� （単位：千円）
科　　　目 小　計 合　計

１．事　業　総　損　益
１．収　　　　　　　益 493,580
２．費　　　　　　　用 357,730
事 業 総 利 益 135,850

２．事　業　管　理　費
事 業 管 理 費 計 122,456
事 業 利 益 13,394

３．事　業　外　損　益
１．事　業　外　収　益
２．事　業　外　費　用
事 業 外 損 益
経 常 利 益 13,394

４．特　　別　　損　　益
１．特 　 別 　 利 　 益 0
２．特 　 別 　 損 　 失 5
特 別 損 益 ▲ 5
税引前当期純利益 13,389
法人税及び住民税額 2,550
当 期 剰 余 金 10,839
前 期 繰 越 剰 余 金 11,757
当期未処分剰余金 22,596

令
和
７
年
度
事
業
計
画

総
　
括
運
営
の
基
本
方
針
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�

組
合
員
の
意
思
を
組
合
に
反
映
　

　

任
期
満
了
に
伴
い
四
月
七
日
、
総
代
選
挙
を
告
示
し

ま
し
た
。
各
選
挙
区
と
も
定
数
と
な
り
選
挙
は
行
わ
れ

ず
次
の
方
々
（
二
〇
八
名
）
が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
の

組
合
運
営
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

任
期
は
令
和
七
年
四
月
二
十
八
日
か
ら
令
和
十
年
四

月
二
十
七
日
ま
で
の
三
ヶ
年
で
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

住　

所

氏　

名

実
留
町

堀
江　

直
樹

〃

藤
谷　

裕
昭

〃

横
山　

俊
次

〃

重
森　

正
則

一
木
町

吉
光　

康
雄

板
橋
町

林　
　

浩
也

〃

原
田　

武
次

新
庄
町

信
清　

和
雄

〃

定
丸　

武
良

是
松
町

平
林
猪
佐
夫

高
門
町

竹
原　
　

茂

本
村
町

新
元　

匡
尚

〃

芥
川　

雅
典

〃

松
本　

博
明

〃

田
辺　

宜
男

上
谷
町

藤
川　

廣
明

〃

中
村　

輝
美

峰
田
町

明
見　

信
章

〃

六
谷　
　

新

〃

山
田　

尅
久

三
日
市
町

中
原　

雅
信

春
田
町

須
澤　

裕
海

〃

清
水　

康
則

高　

町

平
田　

忠
義

住　

所

氏　

名

高　

町

秋
山　

康
範

〃

伊
藤　
　

篤

〃

入
谷　

弘
之

〃

佐
々
木
康
憲

〃

赤
堀　

幹
義

川
西
町

戸
田　

憲
治

〃

兒
櫻　

伸
明

〃

田
中　

修
二

小
用
町

三
宅　

達
成

〃

乗
政　

俊
弘

山
内
町

曽
根　

啓
幸

〃

増
谷　

克
則

〃

宗
清　

伸
吾

〃

藤
井　

雅
也

本
郷
町

堀
江　

純
二

〃

三
上　

博
司

殿
垣
内
町

平
岡　

洋
介

水
越
町

山
口　

啓
二

〃

藤
田　

慶
一

木
戸
町

福
田　

秀
喜

〃

安
藤　

幸
造

尾
引
町

榎
木　

満
徳

平
和
町

武
田　

敏
昭

〃

稲
田　

憲
紀

高
茂
町

三
武
士
精
治

川
北
町

平
田　

啓
郷

〃

茅
田　

正
浩

〃

児
玉　
　

元

〃

広
瀬　
　

勇

〃

髙
木　

憲
吾

〃

上
原　

清
司

〃

伊
藤　

俊
博

〃

鐵
穴　
　

貴

〃

酒
井　

博
文

〃

藤
谷　

隆
好

濁
川
町

増
田　

徳
夫

〃

福
島　

裕
太

〃

増
原　
　

幹

門
田
町

松
浦　

一
也

〃

山
本　

正
久

旧
庄
原
市　

総
計
八
八
名

住　

所

氏　

名

口
和
町
宮
内
宮
野　

克
己

〃

小
笠
原
嘉
介

〃

宮
野　

啓
司

〃

三
上　

喜
啓

〃

河
野　

俊
朗

口
和
町
向
泉
松
島　

勝
美

〃

澤
田　

正
範

〃

麻
尾　

浩
祥

〃

森
永　

正
憲

〃

岩
瀧　

勝
幸

〃

岩
瀧　

洋
一

口
和
町
大
月
西
本　

正
一

〃

岩
瀧　
　

司

〃

畑
中　

軍
治

〃

中
村　

雅
文

口
和
町
竹
地
谷
竹
中　

繁
高

〃

三
吉　

文
人

〃

槇
原　

五
郎

〃

幹
戸　
　

章

〃

錦
織
富
美
登

口
和
町
湯
木
山
田　

一
博

〃

松
村　

正
三

〃

盛
崎　

晋
也

〃

山
廣　

和
枝

〃

渋
川　
　

誠

〃

武
口　

啓
二

〃

武
口　

修
荘

口
和
町
永
田
大
田　

一
博

〃

川
上　

祐
司

〃

原
田　

長
幸

〃

川
上　

泰
路

〃

福
原　

一
志

〃

有
田　
　

耕

〃

土
井　

信
孝

口
和
町
金
田
貞
岡　
　

勉

〃

森
末　

博
雄

〃

盛
川　

寿
幸

〃

細
川　

忠
信

口
和
町
常
定
佐
々
木
隆
行

〃

三
吉　

善
隆

口
和
町　

総
計
四
〇
名

口
和
町
　
第
二
区

住　

所

氏　

名

西
本
町

清
水　

龍
次

東
本
町

見
田　

良
彦

本　

町

宮
本　

清
士

〃

門
世　

光
雄

〃

山
本　

梨
恵

川
手
町

伊
藤　

之
敏

〃

藤
川　

光
昭

〃

梶
川　

知
徳

宮
内
町

堀
井　

輝
喜

永
末
町

三
河
内
博
善

大
久
保
町

迫
広　

芳
秀

三
日
市
町

東　
　

宇
茂

戸
郷
町

藤
本　
　

崇

上
原
町

野
田　

森
夫

〃

田
邉　

良
三

〃

青
木
冨
士
夫

〃

石
田　

利
明

七
塚
町

本
郷　

隆
宏

〃

伊
達　

眞
一

〃

蔵
崎　

哲
治

市　

町

大
竹　

吉
員

〃

松
本　

行
生

田
原
町

山
崎　

良
行

掛
田
町

山
田　

保
夫

旧
庄
原
市
　
第
一
区

住　

所

氏　

名

高
野
町
上
湯
川
矢
島　

秋
穂

〃

川
根　

勝
利

〃

柳
部　

正
登

〃

番
田　
　

旭

高
野
町
下
湯
川
土
居　

成
己

〃

藤
原　

祐
博

〃

松
下
千
眞
人

高
野
町
南

香
川　

直
人

〃

長
瀬　

広
司

高
野
町
新
市
種
元　
　

勇

〃

新
山　

伸
治

〃

市
原　
　

武

〃

義
志　

友
幸

〃

曽
田　

英
篤

〃

升
原　
　

敬

〃

坂
本　
　

進

高
野
町
和
南
原
藤
原　

澄
人

〃

千
葉　

勝
広

〃

中
村　

力
男

〃

田
中　

秀
身

〃

松
島　

憲
治

〃

前
田　

一
也

高
野
町
奥
門
田
永
田　

義
博

〃

飯
島　

末
男

〃

上
田　

増
実

〃

山
本　

隆
博

高
野
町
中
門
田
大
田　

徳
三

〃

堀
江　

秀
穂

〃

島
津　

秀
樹

高
野
町
岡
大
内
小
原　

利
春

〃

室
永　

豊
満

〃

児
玉　

朝
光

高
野
町
下
門
田
瀬
尾　

二
六

〃

横
谷　

栄
治

〃

藤
原　

秀
子

高
野
町
上
里
原
牧
原　
　

康

〃

島
田　

晴
海

高
野
町
高
暮
牧
原　

真
吾

〃

佐
々
木
精
一

〃

温
井　

哲
夫

高
野
町　

総
計
四
〇
名

高
野
町
　
第
三
区

住　

所

氏　

名

比
和
町
比
和
御
調　

弘
義

〃

岡
原　

恭
昭

〃

安
部　
　

明

〃

山
下　

安
幸

〃

森
長　

秀
夫

〃

森
長　

幸
雄

〃

友
貞　
　

一

〃

梅
津　

孝
晴

比
和
町
古
頃
渡
部
千
可
子

〃

竹
田　

吉
宏

〃

安
部　

弘
吉

〃

原
田　

文
男

〃

山
下　

勝
利

〃

保
井　
　

治

〃

中
島　
　

香

〃

南
場　

賢
治

比
和
町
木
屋
原
香
川　
　

滋

〃

平
岡　

哲
司

〃

熊
本　

裕
樹

〃

樋
口　
　

薫

〃

長
谷　

博
文

〃

稲
田　

健
三

〃

橋
井　

友
明

〃

柿
原　

勝
志

比
和
町
森
脇
桒
原　
　

惣

〃

松
島　

光
則

〃

垣
内　

秀
孝

〃

加
藤　
　

勝

〃

管
田　

勲
壮

〃

石
橋　

生
末

〃

深
川　

卓
美

比
和
町
三
河
内
小
田　

悦
雄

〃

砂
田　

敬
三

〃

奥
田　

順
紀

〃

関
元　

生
人

〃

冨
原　

豊
幸

〃

岸　
　

泰
孝

〃

佐
々
木
繁
樹

〃

加
藤　

昭
則

〃

石
原　

雅
之

比
和
町　

総
計
四
〇
名

比
和
町
　
第
四
区

新
総
代
決
定本

号
に
掲
載
す
る
総
代
名
簿
は
、
四
月
二
十
八
日

時
点
で
選
任
さ
れ
た
総
代
の
一
覧
で
す
。
掲
載
後

に
ご
逝
去
さ
れ
た
総
代
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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備北森林組合組織 （令和７年11月１日現在）
総代会

理事会 監事会代表理事組合長　石田　悦二

人事異動のご紹介（旧職名）� 令和７年６月１日付

総務課　　　課長　　　積山　武司（業務課　課長）
業務第一課　課長　　　山本　梨恵（業務課　係長）
業務第一課　課長補佐　森沖　裕治（業務課　係長）
業務第一課　主任　　　平川　　尚（業務課　技師）
業務第二課　課長　　　滝本　賢三（業務課　課長補佐）
業務第二課　係長　　　井上　智広（業務課　主任）
業務第一課　書記　　　福場　史夏（業務課　書記）
業務第一課　技師　　　浜崎　竜児（業務課　技師）
業務第二課　専門員　　梶川　和彦（業務課　専門員）

再雇用者のご紹介（定年退職後の再雇用）
技術員　前田 成人さん（勤続37年）

技術員
中
畦　

虎
治

天
野　

邑
斗

國
光　

愛
美

田
中　

修
二

伊
藤　
　

昇

増
本　

健
斗

伊
藤　

由
祥

國
光　

謙
壯

田
中　

秀
身

前
田　

直
人

倉
林　

信
義

前
田　
　

仁

寸
為
雄
一
郎

津
田　
　

守

前
田　
　

豊

前
田　

成
人

藤
原　

祐
博

業務第一課
技

師

書

記

主

任

課
長
補
佐

課

長
浜
崎　

竜
児

福
場　

史
夏

平
川　
　

尚

森
沖　

裕
治

山
本　

梨
恵

業務第二課
係

長

専
門
員

課

長
井
上　

智
広

梶
川　

和
彦

滝
本　

賢
三

総務課
臨

時

臨

時

書

記

書

記

専
門
員

課

長
平
尾
久
美
恵

土
井　

裕
加

黒
田　

真
央

橋
口　

理
江

八
谷　

信
子

積
山　

武
司

お世話になりました　退 職

令和７年４月30日付	 総務課　課長　飯島 晴二さん
令和７年６月27日付	 参事　　石田 悦二さん
令和７年８月31日付	 技術員　堀江 秀国さん

長期に渡ってご尽力いただきありがとうございました。

新人紹介

　今年の４月に技術員として採用さ
れました天野邑斗です。
　今年林業アカデミーを卒業したば
かりであまり経験はありませんが、
先輩方に色々な事を教えて貰ってい
ます。
　今まで植付け、下刈り、地拵えを
行ってきました。刈った自分の後ろ
が綺麗になっていく下刈りはとても
やりがいを感じます。
　まだ分からない事ばかりですが、
早く作業に慣れるように頑張ります
のでよろしくお願いします。

天野　邑斗

　本年２月に職員として採用してい
ただきました浜崎竜児です。
　公園管理の仕事をしておりました
が、縁あって林業に携わる機会を頂
きました。
　林業については初めて見聞きする
事ばかりですが、諸先輩方のご指導
のもとで経験を積み、組合員の皆様
と庄原の自然のためにお役に立てる
ように頑張っていきますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

浜崎　竜児

　今年4月から職員として採用して
いただきました黒田真央です。
　専門学校で培った力を仕事でさら
に磨き、今はわからないことも多い
ですが早く仕事に慣れ、組合員さん
のお役に立てるよう精一杯頑張りま
す。
　よろしくお願いいたします。

黒田　真央

　今年の4月から技術員として採用
されました中畦虎治です。
　１年間、鳥取のにちなん中国山地
森林アカデミーで、林業の基礎を学
んでまいりました。しかし、実際の
現場に出てみると、先輩方について
いくのに必死で、とても大変な毎日
です。地元の山を守るため、日々努
力してまいります。よろしくお願い
します。

中畦　虎治

技
術
員
募
集

対　象　者：地元の森林を共に守ってくれる人
業 務 内 容：森林の伐採・育林・林業機械等の作業
募 集 人 材：若干名
必要な資格：�普通自動車免許（AT限定不可）�  

経験者は優遇します
※�興味のある方は就労前体験ができますので、�  

お気軽にご連絡ください



作業区分 対象林齢 採択要件 その他要件

人工造林 人工林の伐跡で周囲の造林を合わせて概ね
5.00ha以上のまとまりがある

苗木の確保が必要なため、前年度相談して
下さい

下　　刈 1～10年生 5～10年生は事前検査が必要
雪　　起 1～15年生 30％以上の倒木起

枝　　打 11～30年生 1haあたり500本以上の枝打 補助金が年度によっては出ないことがある
ので事前に必ず相談して下さい

除　　伐 11～25年生 林内の不要、不良木の伐採 一度補助を受けて次に除伐する場合は、５
年以上間をあける必要がある

保育間伐 11～60年生 20％以上の造林木の伐採 一度補助を受けて次に間伐する場合は、５
年以上間をあける必要がある

間　　伐 ～60年生 1haあたり10㎥以上の間伐材を搬出

令和７年12月３日� （8）森　林　組　合　情　報

補助の対象者等
　森林経営計画を策定し、認定を受けていること。

事業規模等
　一施業地の面積が0.1ha以上であることが事業規模の要
件となっています。
　ただし、人工造林については1回の申請において、集約化
施業地の合計面積が概ね5.0ha必要です。
　また、搬出間伐においては、伐採木の搬出材積の合計を該
当施業地面積の合計で除して得た値が、1haあたり10立方メ
ートル以上であることが要件となります。

その他の補助要件
　保育事業については、造林木の伐採率が20％以上伐採し
ないと補助対象となりません。
　また、過去５年以内に同一施業地において補助事業による
事業を実施していない場合に補助対象をなります。

※�表①は、森林環境保全直接支援事業で実施できる作業
区分や補助対象となる林齢を示しています。

（除伐、枝打ち、保育間伐については補助対象にならない
場合があります。）

❺搬出作業 ❻土場状況 ❼間伐施業後

❶森林作業道開設 ❷伐倒作業 ❸木寄せ作業

❹造材作業

　当組合では、概ね35年以上のまとまりのあるスギ・ヒノキの山林で補助金を活用し、皆伐を実施する前に森林
作業道を整備し、間伐を行い、間伐材を販売することで森林所有者へ利益還元をしています。
　ご希望の方、また興味のある方は森林施業プランナーが相談を受けますので、ご連絡をお待ちしております。
　尚、条件によっては事業をお受けできない事がありますのでご了承ください。

搬出間伐を推進
「健全な森林育成」「資源の有効活用」「環境保全（SDGs、脱炭素）」

森林環境保全直接支援事業（造林補助金）について森林環境保全直接支援事業（造林補助金）について

搬出間伐
～作業システム～

表①　補助対象区分と対象林齢

ご不明な点がございまししたら
お気軽にご相談ください。

備北森林組合　業務課 電話番号　(0824)72-5561
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スギ ヒノキ 伐採跡地の再造林の募集について

循環型林業推進事業を活用し、
再造林・保育事業を進めましょう！
～庄原市の補助制度が拡充されました～

【市補助金の趣旨】
　植栽から木材生産までの数十年にわたる保育期間における
森林所有者の費用負担を低減し、一層の再造林を推進するた
め、令和7年度から市の補助制度がさらに拡充されました。
【補助制度の内容】
　森林所有者の事業費の費用負担を軽減することを目指した
補助制度です。
　※�国の造林事業（森林環境保全整備事業）に市が上乗せで

補助金を交付します。
【補助金の対象】
　広島県林業関係事業（国庫関係分）補助金等交付要綱によ
り交付決定された補助事業です。
【補助対象事業】
　森林環境保全整備事業実施要領に基づき実施される事業の
うち、植栽、下刈り、除伐、枝打ち、保育間伐が対象となります。
【補助額等】
　国事業の補助額算定基礎となる「標準経費」と「実行経費

（実際に要した経費）」の額により、補助額を算出されます。

　スギ、ヒノキの伐採跡地の再造林を推進しています！
　これからスギ、ヒノキの人工林の皆伐を考えられて
いる方は、事前に組合へご相談下さい。伐採後に国、
県、市の補助金と北部森林再生協議会の助成制度
を利用して森林所有者の実質負担がなく再造林を実
施できる可能性があります。そのため、皆伐をお考えの
方は是非この機会にご相談下さい。
　組合は、森林資源循環のため、伐期を迎えた人工
林を皆伐し、植林～育林そして次世代へ繋げる活動
に取組んでいます。
　組合員の皆様のご連絡をお待ちしています。
　尚、条件によっては事業ができない場合があります。
また、現場によっては伐採出来ないことがありますの
で、ご了承ください。

⑶実行経費が算出できない場合⇒標準経費の32％が支援されます。

市の制度名 対象経費 補助率

循環型林業 
推進事業
（旧制度）

国事業（森林環境保
全整備事業）を活用
し実施される事業のう
ち植栽、下刈り、枝打
ち、除伐及び保育間
伐に要する経費

国事業の補助対象
経費の27％
※�補助対象経費が実

際に要した経費より
も少ない場合は、計
算方法が変わります

市の制度名 対象経費 補助率

循環型林業 
推進事業
（新制度）

国事業（森林環境保
全整備事業）を活用
し実施される事業のう
ち植栽、下刈り、枝打
ち、除伐及び保育間
伐に要する経費

国事業の補助対象
経費の32％
※�補助対象経費が実

際に要した経費より
も少ない場合は、計
算方法が変わります

⑴�実行経費が標準経費を上回る場合⇒植栽、下刈り、除伐、枝打ち、保育間伐事業事業において標準経費の32％を支援されます。

植栽・保育
32％補助した場合 国　51％ 県　17％ 市　32％新制度

⑵�実行経費が標準経費を下回る場合⇒広島県林業関係事業補助金等交付要綱により交付された補助金額と合わせて100％支
援されます。

《計算例：標準経費130万円、実行経費100万円の場合》

標準経費よりも
実行経費が低い場合

国　51％
（130万円×51％）

66.3万円

県　17％
（130万×17％）

22.1万円

市　32％
（100万円-66.3万円-22.1万円）

11.6万円
新制度



庄原市森づくり事業・令和8年度施業地を受付中!!庄原市森づくり事業・令和8年度施業地を受付中!!

　市内の森林におけるスギ・ヒノキのうち、過去15年間に一度も森林整備（手入れ）が行われていない森
林を整備する費用を助成します。
①間伐（16年生以上～）
②針葉樹と広葉樹の混交林へ誘導するための伐採
　●実施要件：山の傾斜が急（20度以上）で、民家などに近い（250メートル未満）人工林
　●所有者負担金として、１ヘクタール当たり１万円が必要です。
　●森林所有者は、整備事業実施に関する10年間の協定書を、市と事業実施主体と締結する必要があります。
③台風や大雪による被害木の片付け（21年生以上の山が対象で、二次災害の防止）

　手入れが不十分な里山林（天然林など）の景観保全、竹林繁茂防止、防災・減災、鳥獣対策などを目的と
した森林整備を実施します。

▼環境貢献林整備事業（人工林対策）

▼里山林整備事業

問合せ・申し込みは当組合まで
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分収造林とは （山主さんの山林を一定期間国に預け、造林し皆伐代金を分収する事）
①土地所有者は土地を提供し施業に係る費用の負担はありません。②備北森林組合は森林の施業を実行し
ます。③森林研究・整備機構は森林施業の費用負担・施業の決定等を行います。この三者間で分収造林契
約を締結し、契約満了時には皆伐収入を分収します。また、現在は皆伐までに間伐材を販売し売上代金を
分収しています。
概略の契約条件 　（＊2）（＊2）

○契約面積は5.00ha以上の雑木や人工林
の伐採跡地（スギ・ヒノキの伐採跡地
は条件があります）

○植栽木は、スギ又はヒノキ
○水源保安林等の指定地（未指定地は条

件が整えば組合が県に申請できます）
収入の分収率については

　土地所有者が40％です。森林研究・整備機構が50％です。備北森林組合が10％です。
　　（＊1）：国立研究開発法人　森林研究・整備機構　森林整備センター
　　（＊2）：くわしい契約条件等については、備北森林組合にお問い合わせください。
＊条件によっては、契約できない事がありますので、予めご承知下さい。

植栽から保育・皆伐に至るまで、契約者間で役割分担
②造林者

［持分10％］（造林の実行等）
①造林地所有者

［持分40％］（土地の提供）

③森林研究・整備機構［持分50％］
奥地での適切な森林の造成整備、針広混交林への誘導等に向けた管理経営を主導

・費用負担　・森林調査　・施業の決定
・造林者への技術指導　・契約の締結、管理〔 〕

（山主さんの山林を国と森林組合で分収造林契約をして管理します）

森林研究・整備機構の分収造林の募集について!!森林研究・整備機構の分収造林の募集について!!
（＊１）（＊１）

安心１　森林保険とは
●森林所有者の方が山の災害に備える事の出来る唯一の

保険です。
●ご加入いただける森林は人工林（スギ・ヒノキ・広葉樹

等）で、樹種や林齢、面積などは制限はありません。
●森林の所有者であるなしに関わらず、個人、法人誰でも

申し込みでき、保険契約者になれます。ご家族など他の
人のために契約をすることもできます。

　ただし、被保険者は森林の所有者に限られます。
　※森林組合が森林所有者に代わって、ご加入の申し込み

ができます。

お申し込みは森林組合で受付けしております。手続は簡単
です。必要であれば、森林の所在地、樹種、林齢、面積等
をお知らせいただければ見積書を作成致します。

安心２　補償する自然災害とは？
次の８つの災害が対象となりますが、病虫害・獣
害・地震などは対象となりません。



製品の動きの鈍化によりヒノキ4M16〜18cmが売り辛
い状況となっておりますが、比較的ヒノキ3Mの方が
安定している為、16〜18cmは3Mが有利です。また、
20㎝上は4Mが有利な状況となっております。

組合員資格（出資配当金の振込不明者）の確認作業を行っております。
　現在、当組合では、出資配当金の振込不明者の確認作業を行っております。
　その為、該当する組合員様にお電話もしくは、お手紙でご案内をさせていただいておりま
すのでご協力のほどよろしくお願いいたします。

　組合員資格については、原則、相続登記が完了された方をお願いしておりますが、諸般の
事情で直ちに相続登記が完了出来ない場合でも、法定相続の方であれば手続きが可能ですの
で、総務課までご連絡ください。

組合員資格（登録口座）
の確認についての流れ

各種提出書類について
・相 続 加 入 申 込 書：組合員様が亡くなられて 300 日以内に相続される場合のみ使用します

相続年月日には組合員様の亡くなられた年月日を記入します
・組合員資格脱退届出書：組合の脱退または組合員様が亡くなられて 300 日以上の相続の場合に

使用します
・組 合 員 加 入 申 込 書：組合員様が亡くなられて 300 日以上の相続の場合のみ使用します
・出資配当金振込口座届書：いずれの場合でも使用します

※出資配当金の入金または出資金の返金に必要です
・身 分 証 明 書 の 写 し：本人確認の為、運転免許証、マイナンバーカード等のコピー１部が必要となります

組合員 〇〇様は
現在ご存命ですか？

組合を脱退されますか？
現時点で亡くなって

300 日以上経過していますか？

下記の書類の提出が必要となります
１ 相続加入申込書
２ 出資配当金振込口座届書
３ 本人確認の為の身分証明書の写し

（相続される方のもの）

登録口座のご確認を
致します。

下記の書類の提出が必要となります
１ 組合員資格脱退届出書
２ 出資配当金振込口座届出書
３ 本人確認の為の身分証明書の写し

（お手続きいただいた方のもの）

下記の書類の提出が必要となります
１ 組合員資格脱退届出書

（亡くなられた組合員様の脱退）
２ 組合員加入申請書

（相続される方の加入）
３ 出資配当金振込口座届書
４

はい

いいえいいえ

いいえ

はいはい
まずはお電話又は
お手紙にて問い合
わせを致します。

（相続される方のもの）
本人確認の為の身分証明書の写し
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樹
種 長さ 末口

価　　　　　　格

直　材 小曲材 曲　材

マ　

ツ

4.0 ３～13   8,000～15,000   7,000～10,000

4.0 14～16   9,500   7,000～10,000

4.0 18～22   9,000～10,000   7,000～  9,000

4.0 24～28   9,500～15,000   7,000～10,000

3.0 ３～13   8,000～11,000   7,000～11,000

3.0 14～16   8,000～10,000   7,000～  8,000

3.0 18～22   8,000～10,000   7,000～  8,000

3.0 24～28   8,000～10,000   7,000～  9,000

第1458回市況速報 令和7年11月20日� 広島県森林組合連合会　三次木材共販所

樹
種 長さ 末口

価　　　　　　格

直　材 小曲材 曲　材

ヒ　

ノ　

キ

4.0 ８～13 10,000～12,000   8,000～  9,000   7,500～  9,000

4.0 14～16 17,000～19,500 16,000～19,000 10,000～13,000

4.0 18～22 21,500～22,000 20,000 16,000～18,000

4.0 24～28 20,500 20,000 16,000～18,000

3.0 ８～13   7,500～11,000   7,000～  8,000   7,000～  8,000

3.0 14～14 19,000 13,000   6,000～  7,500

3.0 16～16 23,000 20,000 14,000

3.0 18～20 20,000 20,000 14,000

3.0 22～28 16,500～18,000 15,000 12,000

ス　

ギ

4.0 ８～13   7,500～  8,000   5,000～  5,500   5,000～  5,500

4.0 14～16   9,500   6,000～  7,500   5,500～  7,500

4.0 18～22 11,000～12,000 10,000～11,500   9,000～10,000

4.0 24～28 12,000～15,500 11,000～12,000   9,000～10,000

3.0 ８～13   7,500   6,000～  7,000   6,000～  7,000

3.0 14～16   7,500～10,000   6,000～  7,000   6,000～  7,000

3.0 18～20 10,000   8,500   7,500

3.0 22～28 10,000   7,500   7,500

（㎥あたりの単価）



森林香・防虫器

パワー森林香パワー森林香

30巻入

家庭用よりも厚く、煙の量が一層多くなり、
広い屋外での使用に最適‼

ブヨ・蚊除けに最適です。
森林香・パワー森林香専用の器具です。

携帯防虫器専用

￥１，６００

￥１，４００

携帯防虫器携帯防虫器

（税込価格）

￥７,０００ ￥２３,０００

スパイク地下足袋

マウントブーツ

￥３,２００
成分：塩素酸ナトリウム50％

○幅広い雑草に効果
があり、特にササ・
ススキ・ヨモギなど
に効果があります。

○即効性で根まで枯
らし、散 布 後 ２－
３ヶ月で種まきや
定植ができます。

※ デゾレートAZは劇物ですので、お買上の際は
　 印鑑と免許証等の身分証明書が必要です。

ザイトロン微粒剤

クズ専用除草剤５㎏
葉から吸収するので朝露の
ある時に散布します。

￥９,２４０

BC2020
（両手ハンドルタイプ）

￥６７，０００

￥５６，０００

使いやすい軽量モデル！

〇チップソーを１枚サービス致します。

排気量22.5c㎥、質量4.4kg

BCZ235Ｗ-DC
（両手ハンドルタイプ）

排気量21.7c㎥、質量3.8kg
メーカー希望小売価格 ￥65,670

メーカー希望小売価格 ￥80,410

キャンペーン期間：令和 ８年２月28日まで

￥１，３３０～
 ￥１，９００

ゼノア

山林専用刈刃
（笹刃）
竹の伐採に
最適

混合燃料は、簡単に作れます。
刈払機・チェンソー用の混合燃料（50：1）は
このオイルとガソリンを混ぜる事で作れます。

５０リットル用
（1000㎖）
￥２，９００

20リットル用
（400㎖）
￥９００ 4L

チェンソー専用オイル

18L￥８，４００￥３，２００

クズコロン

￥４,４００1本

株の頭に一押滴下するだけで
やっかいなクズを根まで枯らします。

￥７７，０００

〇替刃を１個サービス致します。
　是非この機会に

メーカー希望小売価格 ￥89,540

排気量33.4c㎥、質量3.4kg
ガイドバー35c㎥（14″）

キャンペーン期間：令和 ８年２月28日まで

ベル径6cm ￥3,300
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ご注文等ございましたら�
（お電話にて）お気軽に�
お問い合わせください。

TEL0824-72-5561

ご不便をおかけする事も�
あるかと思いますが�

何卒よろしくお願い申し上げます。

※しいたけ等種駒の取扱のお知らせ※※しいたけ等種駒の取扱のお知らせ※

注文期間：しいたけ・ナメコ等　
11月中旬～３月中旬

※原木は取り扱っていません。

※�注文期間外はお取り寄せでき
ない事があり別途送料が必要
になる場合があります。

以下の説明は東広島市作成の里山ガイド
第３版より許可を得て転載したものです。


